
 

 

  

 

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「学んだことを生かして、

考えを表現し、ふるさとを愛する谷っ子の

育成」を達成するために、学校が育成を目指

す資質・能力を「問題解決能力」と定め、「授

業改善チーム」「問題解決・由布学チーム」

「教育相談チーム」を中心に、職員全員が

「４点セット」を意識しながら実践に取り

組まれています。 

また、コミニュティスクールを活用した、

生活科・総合的な学習の時間の工夫にも取

り組まれ、思考ツール等を活用した話し合い活動や、探究型学習を行うために ICT を効果

的に活用しています。（令和４年度 由布市教育研究協議会指定研究発表校） 

今後とも「問題解決能力」について、教

職員や保護者、地域の方と熟議等を行うこ

とで、子ども達にどのような力をつけるべ

きかをより明確にしてみてはいかがでしょ

うか。（目的の明確化・共通理解）そのこと

で協働が深まり、それぞれの担当者に任せ

ることができ、当事者意識が高まると思い

ました。さらに「情報活用能力」も参考に

されてみてはいかがでしょうか。 

※参考資料「小学校学習指導要領解説 総則編 

pp.47-53 (2)教科等横断的な視点に立った資質・能力 イ情報活用能力」  

授業から学ぶ 
指導案のねらいは①学習内容②学習活動③資質能力と統一され、また、評

価規準や B 規準に満たない児童への支援、さらに評価方法と観点と、どれも

よく練られたものです。そのため先生方に余裕があり、参観したどの授業で

も子ども達の発言やつぶやきをひろいながら授業をすすめていました。その

際、形成的評価をすることで子ども達のやる気を引き出していました。 

また、本校の「振り返り」は「わがともや（写真参照）」とし、さらにタブレ

ットを利用して「振り返りのデーター化」を行い、子どもの評価だけでなく

授業者の反省にも生かしています。今後は、子ども達が何ができるようにな

った。どんな姿になったら良いのか等、教師が願う具体的なゴールの姿を「子

どもを主語」とすることで、「ねらい」との連動や評価規準がより明確になると思いました。 
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